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ている,初 年度の基礎分類研究 に よ り,処 理された約
1000個のうち,詳 しく研究されるぺきだと思われた明石
についてはかなり研究の進んだもの もあ る.こ の時点
で,や まと79明石が,今 までの南極以外の隅石とどこが
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旬には約1カ 月半ぶ りに顔をあらわした.今 年も気温は






和 ・洋食のフルコースに,暗 く長い日々を忘れ させた.
観測は両基地とも順調である,
































く交換科学者1名 及び夏隊への同行者1名 も同n決 定,
発表された.
第23次隊は,新 らたに始まった宙空系の 「極域中層大







Tii空系:藤 井良一(超 高Jl,ee物理学第一.・研究部門助 「)



































































策23次南 極 地 域 観 測 隊 員の 夏 期 総 合 訓 練 は 星 合隊 長 以
下45名(観 測 隊tと43名,観測 隊 員 候 補.X-1名,夏隊 オ ブ
ザ ー バ ー1名)が 参 加 し7月13[1から7月17nま で 文 部
省 菅 平 高原 体 育 而1究場 で行 われ た.
こ の総 合 訓 練 は,チ ー ム ワー クづ く りを主 な 目的 と し
て 例 年隊 員 が 出 そ ろ うこの 時 期:こ「∫わ れ る もの で,各 隊
員 は講 義,消 火 器取 扱 い訓 練,ラ ッシ ング訓 練,体 育 訓
練 の ほ か,夜 の 分 科 会 ・全 体 会 議 の ミー テfン グ等 の 課
題 に 取 り組 ん で い た.
幸 い 天候 に も恵 まれ,十 分 の成 果 をi':げ全 日程 を消 化
した.
第23次隊 は,11月25口の 出 港 を め ざ して 力 強 い第1歩
を歩 み 始 めた.









































ここで,vは 切削速度,Vは ドリルの上下速度,Sは ド













で時間がかか ります.鋼 管1本 の長さを5m,脱 着に5
分とすると,上下速度Vは60m/h以下です.採 取コア
長を5mと すると,(1)式の第3項 だけでD・=1500mの









ち,融 水は水ポンプで ドリル内タンクに送 る熱 ドリル
(Lは3m,vは氷温によるが2～3m/h,重量400kg,
全長9m)を 作 り,グリーンランドで試験を重ね,1963
年の夏の終 りには264mまで掘 りました.翌 年の作業再
開に備えこの孔はケーシングのうえ,軽 油とトリクロー













じましたが,夏 の終 りにはどうにか535mに達 しま し
た.し かしクレルは液中での熱 ドリルの使用 をあ き ら
め,モ ーターを組みこみ機械的に切削するエ レク トロド
リルを採用します.切 粉はタンクと刃先を循環する不凍
液に溶かして回収 しました.重量1200kg,全長26m,
採取コァ長6m,切 削速度10m/hのこのマ ンモス ドリル
4
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で,ク レルは1966年7月,1356mで氷 河 底 に 到)韮,っ い
で 南 極 パ ー ドフ1ζ地 で も,フfル ン層 を熱 ドリル で 掘 削 し
ケ ー シ ング して波 動 した の ち,こ の ドリル を用 い,1968
年1J]29ri,2164皿の 全 層 掘 削 に 成 功 しま した.
南 極 氷 床全 層 掘 削{ま米 国 の 威 信 をか けた']}:業で,設 営
面 で も 無限 ともい え る膨 大 な 支援 が な され ま した.以 後
この よ うな 大規 模 な掘 削 は 行 わ れ ず,コ ア ドリ リ ンク.の
歴 史 は 各 国の 設 営 能 力〔こ応 じた 軽{ヨ:装置 に よ る 掘 削 の 時
代 に移 っ てゆ き ます.
大型 熱 ト.リル の 経 験 を生 か し,ク レル は1965年に450
m用 の 熱 方 式 曜.吊:装置 をt11"L)まし た.こ れ は,5kw発
電 機,450m川 ウ イ ンチ　(V=・looem/h).採取 コア 長 を
2m縮 め,吸 水 を タ ンク減 圧 方式 に 変 え た 熱 ド リル か ら
な1),全1巨:m1,2tです.〔 軽ln:化の 吐は,J.ヒ,fl:rv:0.6kg/
mの 専 用 ケ ー ブ ル の開 発 です.ノ く型 ウ イ ンチ の ケ ーブ ル
は1.ヒ.irl:1":2.2kg/mあ0450mでも990kgです).3～4kw
の ヒ ー タ ー電 力 で,孔 径17cm,コ ア 径12cmを1.5～
2.5m/hで切削 し ます.'il;2mfh.S=lflOh,V=1(X〕{}
m/h,L=2mと す る と,(1)式よ り,抽1削時 間 は400m
で30011ti－問,100mで60時 間 となt)ます.こ の 装 置 は 改
良 を加 え なが ら現 在ま で 数 台 作 られ,い ま で は ほ ぼ 肚.1illi
どお りの安 定 した 性 能 を示 し てい る よ うで す.
}}(温0℃の 氷 を融 か す に は 約3{H)J/cm3のエ ネル ギ ー
が必 要 です か ら,切 削 面 へ の 熱 供 給 が30wfcm2のikill,
切 削速 度 は0.1cm/s(3.{im/h)です.ク レル の ヒー タ
ー の能 力 は この 程 度 と思 わ れ ま す .(オ(温が 低 い と融 解
の 所 要 エ ネル ギ ー が増 え,ま た,周 囲 へ の 熱 損 失が さけ
られ ぬ の で 切 削速 度 は遅 くな り ま す.)ヒ ー タ ーの 形 や
材'質を 改 良 して熱 供給{1}:を高 め る試 み もあ1)ます.フ ラ
ンスは 放 熱面 積 の ノ(きい ら せ ん ヒー タ ーで,切 削 速 度4
～5nVhの 熱 ドリル を作 りま した .切 削速 度 を さ らに 高
め る に は,ヒ ー ター を直 接 切 削面 に接 す る方 式 では 難 し
く,適 当 な熱 媒 体(水 蒸 気 な ビ)を 切 削面 に吹 き つ け 考:)
な ビの 新 方 式 が必 要 と考 え られ 生す が.ま だ コ ア ド1〕ル
に は,本 格 的 に 使 われ て は い ま せ ん,
多少 この 点 を考 え て い る の は ソ連 が1972年に 作 った ド
リル で す.こ れ は 液 封孔,.li:川で融 水 処理 がぷ つ うの熱 ド
リル と ま った く異 な り,1癌告が 簡 単 な 点 か1',も注 目す べ
き もの で す.下 端 に ヒ ー タ ーの つ い た コア バ レル 内 に ピ
ス トンが あ り,ま た,コ ア バ レル に は ケー ス が か ぶ せ て
あ ります.は じめ ピ ス トンは バ レル の 下端 に あ り,上 部
には 適 当 な濃 度 の アル コー ル 水溶 液 を いれ て お きま す.
コ ア が バ レル内 に 入 る に従 い ピ ス トンは 上 に 押 され,ア
ル コー ル は バ レル 上 部か ら ケ ー ス との 隙 間 を通 り,ヒ ー
ター で暖 め られ て 切 削面 に流 出 しま す,融 水 で 薄 め られ
た ア ル コ ー ル水 溶 液 はそ の ま ま孔 内 に残 し ます.こ の ド
リル は融 水 タ ンク が 不要 のた め,コ ア採 取 長2.6rnに対
5
し全長 わ ず か3.2m,ま た 切 削速 度 は4～5m/hで す,
1978年12月,ロスflli)}(416mを1311(実動約 80時[llj)で
掘 りま した.
小 型 エ レク トロ ドリル[よ,ク レル 大型 ドリル の 小 型 化
とみ る よ り,r動 ドリル の 機 械 化 とい うべ きで し,tう.
1950年代か ら,数m深 の コア ドリ リ ングの た め の 手 動 ド
リル が 各地 が閻 発 され ま した が,そ の 過 程 で,氷 に 対 し
て は刃 角 の鋭 い 平 刃 が 切削 効 率 の よい こ とが わ か って き
kし た.りJ削 所 要 エ ネ ル ギ ーは 熱 式 よ りは る か に 少 な
く,室 内 実 験 て は1Jterni以下 の 値 が え られ ま ず.実 際
よ くきれ る 手動 ドリル だ と,人 力(80w位)で10r}cmL'
を20m/h位 の速 さ で 切削 し ます.
ふ つ う手動 ドリルの 切橋 排 除 は,バ レル 外 側 に つ け た
ら せんC.]れに よt)ます.こ の バ レル に 上端 に バ レル 回 転
用 の モ ー タ ー をつ けた 長 い ケ ー スを か ぶ せ,ケ ー スL部
を りJ粉容 器 と し,さ ら に,切 削 の トル クの 反 力 で ドリル
が 逆 に 回 され るの を防 ぎ,し か も ドリル の 上下 に は 支障
の な い よ うな回 りII工め装 置 をつ けた の が 小 型 エ レ ク トロ
ドリル の標 準形 です.こ の よ うな ドリル が,ア イ ス ラ ン
ド(1972年),クレル(1973tl,),スイス(1974年),デンマ
ー ク(1977年),「1本(1979年)など1970年代 に 各国 で 作
られ ま し た,町 村 排 除 にか な り動 力 を使 い ます が,そ れ
で も これ ら の ドリル は5⑪～1000wの電 力 で20～60m/h
のUj削速 度 をえ て お り,熱 ドリルの 数10倍の 効 率 を示 し
て い ま す.た だ,ら せ んひ れ 方式 は ま だ 切粉 排 除 に 難 が
あ り,コ ァ 長 は浅 い所 で1m程 度 で 深 くな るに つ れ 短 か
1し
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くなるようです.(後者 はとり残した切粉がたまるため








最後に現在の開発の動向に簡単にふれ て お きま しょ
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レ来 訪 者く
2月16口　 Dr.　BUNT,　J.　S.　(オー ス トラ リア 海 洋 研究
所 研 究 員)
2月18日～21日　 Dr.　MICHAEL　B.　DUKE(米 国 航 空
宇 宙 局 ジ ョ ンソ ン宇 宙 セ ンタ ー研 究 員)
Dr.　MITSUNOBU　TATSUMOTO　(米国 地 質 調
査 所 研 究 員)
Dr.　ROY　S.　CLARK(国 立 ス ミソ ニア ン 自然 史
博 物 館 研 究 員)
Dr.　CYRIL　PONNAMPERUMA　 (メリー ラ ン
ド大 学 化 学 部 教 授)
Dr.　CARLTON　B.　MOORE(ア リ ゾナ 州 立大
学 限 石 研 究 セ ンタ ー教 授)
Dr.　MICHAEL　E.　LIPSCHUTZ　(パァ デ ュ大学
化 学 部 教授)
Dr.　KUNIHIKO　NISHIIZUMI　(カリフ ォル ニ
ア大 学 サ ン ・ジ ェ ゴ分 校 研 究 員)
張 淑 媛　(CHANG　SHUYUEN・ 北 京 大 学 地 質
系 副 教 授)
2月19日～21n張 文 佑 　 (ZHANG　WENYOU・ 中
国 科 学 院 地 質 研 究 所 長)
常 子 文(CHANG　 ZIWEN　・中 国 科 学 院 地 質 研
究 所 研 究 員)
3月20日　 Mr.　DNALD　STEWART　MILNE　(ニュ ー
ジラ ン ドヘ ラル ド社 編 集 次 長)
4月13日～16口　 Dr.　TAKESHI　OHTAKE　(アラ ス カ
大 学 地 球 物 理 研 究 所 教 授)
4月27日～29日　 Dr.　TUNEO　NISHIYAMA　(アラ ス
カ大 学 海 洋研 究 所 助 教 授)
5月1日 ～7月31日　 Dr.　VICTOR　ADOLPH　SCH・
MIDT　(ピッツ バ ー グ大 学 准 教 授)
5月26日～29日　 Dr.　EDWARD　S.　GREW(カ リフ ォ
ル ニ や 大 学地 球 宇 宙科 学 部助 教 授)
6月25日～28日　 Dr.　SYUNICHI　AKASOFU　(アラ ス






















超高層研究観測:西 オ ングル島テレメー タ基 地 の
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp,)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
sea　leve1)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)








平 均 相 対 湿 度(Meanrelativehurnidity)(%)　65
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　 wind
speed,　10-min.　mean)(皿/s)
瞬 間 最大 風 速(Gust)　(m/s)

































































































。て纏 を働 なければ妨 ない.・ のようt・!'の膿1
ができあがると,多 くはむ らさき御殿 となる.「多 くは」1
と言うのは,雪面からの深さがこの微妙な色合いに関係{
するからである.図のように,太陽からの光は雪の中に1ミ
入 り吸 収・散乱されるが・特に雪の中では張 い職{
の光(赤や黄色)が 沢山吸収される.こ の結果,あ る適{
切な深さのところで,青 や紫色の光が残 り,この美しい1
蕊驚 の鷺編㌶蕊L㌶{}
















鵬 物のための雪の服 が美しいむL:、さ き御殿 で あ 。1
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